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■
て 局 主 も 蟄 二

る 行 ‾て
､

者 相 の し 三
○

す ･
､

未 に 互 に な 年

教
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並

木

俊

守

襲
わ

れ

る

と

共
に

､

忽
然
と

し
て

出

現

し
､

嘗
初

は

僅

竺
二
二

百

寓
囲
の

資
本
金
か

､

そ
の

動
か

す
資
金

量
は

､

資
に

≡

十

億
囲
と
い

わ

れ
､

金

融
界
に

問
題
を

投
じ

て

来
､

与
れ

に

封

す
る

他
の

既
成
金

融
検
閲
の

非
難
は

ご
富
々

た

巧

も
の

が

あ
り

､

決

す
る

も
の

も
あ

る

の

で

あ

る

が
､

こ

れ
に

封

す
る

政

府
の

態
度
は

､

極
め
て

惧

軍
で

い

よ

う
で

あ

る
｡

で

あ
る

の

か
､

或
は

､

耽
珪
行

為
で

あ

る

の

か
､

そ

れ

と

も
､

法
律
の

限
界
す
れ

す

絡
も
つ

か

な

い

ま

ま
に

､

依
然
と

し
て

放
任
せ

ら

れ

た

ま

ま
､

蚤
展
を

績
け
て

小

る

†

■←
-

一
′
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､

然
し

乍
ら

､

株
主

相

互

金

融
合
歓
は

､

銀
行

､

相
互

銀
行

､

無
毒
合
祀

､

信
用

金

庫
等
の

､

既
設
金

融
機

関
か

ら
､

全
然
相

手
に

さ

れ

な
い

､

零
細
小

商
工

業
者
の

資
金

を

吸

牧
し
て

}
る

が

故
に

､

若
し

､

二

度
､

こ

れ
が

経
営
不

振
に

隋
つ

た

場
合
に

は
､

■
そ

れ
に
･
よ

つ

て

蒙
る

で

あ

ろ
う

､

零

細
小

南
工

業
者
の

惨
状
は

､

目
に

飴

電
の

が

あ

り
､

の

■み
な

ら

ず
､

仮
に

､

今
後
政

府
督
局
に

ょ

つ

て
､

断
乎

業

務
停
止
の

鹿
分
を

受
け
た

場
合
に

は
､

そ
の

及
ぼ

す
で

あ

ろ

う

社
食
的
混

乱
は

､

多

く
の

噂
牲
を

以
て

し

た

く
て

は
､

到
底
収

拾

が

つ

か

た
い

も
の

と

考
え

ら

れ
右

｡

本
稿
は

､

斯
る

現

箕
に

､

社
食
に

行
わ

れ
て

い

る
､

金

融
方
式
の

､

法
律
的
検
討
で

あ
つ

て
､

所

謂
株
主

相

▲

互

金

融
の

賓
態
を

紹
介
し

て
､

こ

の

建

碑
的
意

義
を

探
究
し

､

つ

い

で
､

こ

れ

と

貸
金

糞

海
､

並

に
､

商
法

､

就
中

合
祀
法
及
び

琵
券
取

引

添
､

と
の

酪
係
を

考
察
し
+

そ

の

法
律
的
問
題
鮎
を

掟
供
し
■､

更
に

そ
の

詳
細
の
･
研

究
ほ

､

本
論
と

し

て
､

他
日

の

研

究
に

護
り

た
い

と

思
う
の

で

あ

る
｡

本
稿
の

研

究
に

つ

い

て

は
､

通
常
な

参
考

丈

麻
は

な

い

の

で

あ
渇

が
､

次
の

著
書
及
び

静
文

は
､

こ

れ

を

取

敦
つ

て

を
つ

て
､

参
考
と

せ

ら

れ
る

べ

き
で

あ

る
｡

高

橋

膠

好

河

井
信

太

郎

常

盤

敏

太

高

橋

藤

好

金

融

金

利

事
犯
の

解
詮

食

紅
事
件

捜

査

概
論

商
事
に

閲
す

る

犯

罪

(

青
山

論

文

集
所
載
)

不

正

金

融
に

関
す
る

二

三

の

考

察
(

財
政

経

済
弘

報
第
二

六
五

凍
)

倖
株
主

相

互

金

融
の

箕
際
及
び

蓮

優
に

つ

い

て
､

時

事
問

題
を

取

扱
つ

た

も
の

と

し

て
､

｢

金

融

週

報
+

が

あ
る
｡

二

株
主

相

互

金

融
の

資
際

株
主
相
互

金

融

序
菰

･
･

4 ∂



｢

橋

鎗

乱

発
二

十
灯

巷

霧
二

凍

り
線

･

株
主

相
互

金

融
と

は
､

貸
金

業
を

行

う

株
式
合
祀
が

､

＼

資
本
金

､

即
ち

､

設
立

又
は

増

資
の

際
､

株
主

か

ら

出

資
と

し
て

沸
込
を

受
け

た

金

額
､

並

に
､

設
立

又

ほ

増

資
の

際
の

新
株
式
引

受

人
で

あ
つ

た

株
主
が

､

そ
の

儀
式
を

他
に

譲
渡
し

た

際
の

株
式

費
買

代

金
を

､

合

･

敢
が

責
主
に

代
つ

て

日

鋳
で

取

立
て

､

こ

れ

を
､

責
主
の

委

任
に

よ

つ

て
､

合
祀
の

内

部
に

留
保

し

た

金

顔
と

を

以

て
､

自
己
の

食
紅
の

株
主
に

限
つ

て
､

そ

の

節

有
株
式
の

顔
面

合
計

痴
の

三

倍
迄
の

金
密

を
､

日

掛
又

は

月

掛

返
還
の

約
で

､

融
資
を

行
う

金

融
方
式
を

云

う
｡

こ

れ
を

分
析

詮
明

す
る

前
に

､

株
主

相

互

金

融
は

､

そ
の

内
容
及

び

業
務
方
法
が

､

■

未
だ

一

般
に

明
か

で

た
い

の

で
､

そ
の

賓
際
を

概

■
敬
す
る

｡

4 β

先
づ

､

磯
主

相

互

金

融
食
紅
中
で

も

最
大

合
祀
の
一

と
い

わ

れ
､

資
本
金

約
二

億
囲
と

云

わ

れ
る

､

某
相
互

金

融
食
紅
は

､

次
の

要
領

で

大
衆
資
金
を

吸

敬

す
る

｡

即
ち

､

そ
の

案
内
書
に

よ

れ

ぼ
､

.

｢

制
度
と

特
色
+

タ

利
殖
に

納
税
に

資
金

難
の

解
決
に

有

利
で

安
全

な

株
主

相

互
の

金

融
利
用

機
関
で

境
｡

左
記
の

通
り

日

賦
又

は

月

賦
た
よ

り
､

日

力

僅
か

な

掛
金
で

､

知

ら
ぬ

間
に

､

一
株
主
に

な
る

こ

と

が

で

き

ま

す
｡

融
資
を

希
望
さ

れ

る

方
へ

は
､

株
式
の

沸
込
完
了

後
左
記
に

よ

り
､

融
資
を

敦
し

ま

す
｡

融
資
金

返
臍
完
了

後
は

､

繰
返
し
て

融
資
を

受
け
る

こ

と
が

で

き

ま

す
｡

融
資
を

受

け
な

い

株
主
に

は
､

左
の

優
待
金
を

滋

寅

雄
し

ま

す
｡

⑳
一

打

大

官

囲

⑧

こ
H

三

百

囲

但
し

梯
込
未
了

後
⊥

ハ

ケ
.

月

毎
に

お

哀
梯
し

ま

す
｡

利
殖
を

希
望
さ

れ
る

方
へ

は
､

左
記

に

吉
ソ

優

待
金

を

お

支
沸
し

ま

ナ
｡

を

.∴

1

-
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←
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望 希 資 融

記
競

種

府

株

数

し

ケ

も

一-

札

.■､
l

斗

抹

■

金

掛

金

⑧ ④

月 日

賦耽

二

〇

〇

株

一

〇
〇
株

一

〇
､

0
0
0

園

五
､

0

0

0

園

一

〇

〇

囲

一

､

0
0

0

圃

期

間

一

〇
〇

日

五

ケ

月

融

資

.

額

返
還
期
問

返

還

金

1 腰

三

〇
､

0
0
0
囲

一

五
､

0
0
0
囲

三

〇

〇
日

一

〇
ケ

月

一

日
一

〇

〇
圃

一

ケ

月
一

､

五

〇
〇

園

望 希 殖 利

秤 慈 雨卜墓
種日月 月

且
偵
.
1

+
周

…

煎
…

株

金

掛

金

二

〇
､

0
0
C

囲

一

五
､

0
0
0
囲

一

〇
､

0
0
0

園

一

〇

〇
囲

一

､

0

0

0

囲

一

､

0
0
0

囲

期

間

三
U

O
日

一

五
ケ

月

一

〇
ケ

月

満

期

優

待

金

満
期
後
大
ケ

月

七

七

五

園

一

+

≡

0

0

囲

五

〇

〇

囲

一

､

四

〇
〇
周

一

､

〇
五

〇

園

六

〇
〇

囲

望 希 殖 刊

幼 時
+ 額 全

掛
′

二 三 五

0 0 0 込
0 0 0
囲 囲 園

時

.
+_′ヽ

五 七･ 九 ヶ'
○ 五 ○

0 0 0 月

囲 園 国=
後

爾

璧
/ ヽ

ヽ ヽ

七 (⊃ 四

○ 五 (⊃ ケ

0 0 0 月

囲 園 囲 毎

と
い

う
の

で

あ

る
｡

即
ち

､

株
主

相

互

金

融
の

方
式
は

､

融
資
の

A

に

例
を

と
つ

て

要
約
す
れ

ば
､

融
資
を

受
け

た
い

も
の

は
､

此

食
紅

の

林
式
二

官

株
を

､

一

株
五

十
囲
の

額
膚

債
痴
で

買
受
け

､

安
男

代

金

を
一

日

百

囲
宛
の

日

賦
で

､

集
金

代

行

者
で

あ

る

合
祀
を

通
じ
て

､

責
主

に

真
珠
が

完
了

す
れ

ば
､

合
祀
か

ら

株
式
買
受
代
金
の

三

倍
で

あ

か
､

三

高
囲
迄

融
資
を

受
け
る

こ

と
が

で

き
る

｡

株
式
の

買
受
代

ヽ

1

･
4 7

金
を

宋
臍
し

乍
ら

､

融
資
を

受
け
な

い

者
は

､

六

ケ

月

毎
に

､

金

六

百

園
の

優
待
金
を

支
沸
う

か

ら
､

年
一

撃

呑
の

利
息
に

取
る

と

云

好

株
主

胡
互

金

融

拝

髭

＼

､
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∵
橋

論

.
叢
.
夢
二

十
八

巻

第
一

壊

う
の

で

あ

る
｡

右
は

株
主

相

互

金

融
を

､

融
資
乃
至

は

利
殖
希

望
者
の

見
地
か

ら

見
た
の

で

を
る

が
､

こ

れ

を

食
紅
の

見
地
か

ら

見
れ

ば
､

次
の

如
く

に

な

る
｡

即
ち

､

現

在
何
億
圃
と
い

う
■
資
本
金
の
･
食
紅
が

あ

る

が
､

そ

の

殆
ん

ど

が
､

最
初
は

数
名
の

者
を

費
起

人
と

し

て
､

百

萬
囲

位

の

資
本
金
で

出

費
す
る
｡

此

場
合
に

､

設
立

昔
時
の

資
本
金
は

､

蓉
超

人

等
が

､

規

賓
に

資
金

を

持
つ

て

い

て
､

彿
込

に

発
雷
す
+
る

腐
食

も

あ

れ

ば

(

以

下

現

資
彿

込
と

略

補
す
る
)

､

他
よ

り
一

時
借
金

を

し

て

き

て
､

珠
込
に

充
督
す
る

(

以

下

見
せ

金

と

略
稀
す
る
〕

場
合

と
が

あ
る

｡

合
祀
が

設
立

す
る

と
､

現

貫
鋳
込
の

場
合
は

､

資
本
金

に

相

督
す
る

財
産
は

､

そ
の

ま
ま

合
祀
に

留
保

す
る

が
､

見
せ

金
の

場
合
に

は
､

直
ち

に
､

.
襲
起

人

等
の

株
主

(

こ

れ
ら

は

殆

ん
ど

が

役

員
と

な
つ

て

い

る

の

が

普
通
で

あ

る
)

に

封

し

て
､

仮
軌
金
又

は

役

●

員
貸
付
金
の

形

式
で

､

社
外

流
出

さ

せ

る
｡

次
い

で
､

昔
初
の

株
主

(

以

下

原
始
株
主

と

稲
す
る
)

は

食
紅
に

委

託

し
て

合
祀
の

名
で

､

′

薪
に

株
主

と

な
つ

て
､

融
資
を

受
け
㌣

う
と

す
る

希
望

者
に

封

し

て
+

そ
の

所

有
株
式
を

譲
渡
し

､

合
杜
は

株
式
譲
受
人
と
の

問
に

､

現

費
彿
込
の

場
合
に

は
､

責
貫
代

金

を

日

賦
又

町
月

賦
で

支

梯
う

契
約
を

結
び

､

見
せ

金
の

場
合
に

瀬
､

･
茸
買
代

金
の

真
珠
に

代
え

て
､

原

始
株
主
の

食
紅
に

射
す
る

仮
受
金
又

は

借
入

金
の

文

挟

債
務
を

､

新
株
主
が

引

受
け
て

､

日

賦
又

は

月

賦
で

支

沸
を

為
す
こ

と

を

約
す
る
｡

斯
く
て

､

新
株
主

は
､

■
合
祀
に

封

し
て

､

株
式
買

受
代

金

又

は

株
式
買
受
代

金

相

音
痴
の

債
務
に

雷
る

現

金
の

真
珠
を

､

日

賦
又

は

月

賦

で

な

す
が

､

現

賓
沸
込
の

場
合

､

原
始
株
主

は
､

食
紅
が

集
金

し

た

株
式
安
男
代
金

を
､

食
紅
か

ら

受
取
る

こ

と

を

せ

ず
に

､

そ
の

ま

ま

合
祀
内
に

留
保

し
､

食
紅
は

､

そ
の

金
を

､

原
始
株
主

よ

り

の

仮
象
金
又

は

借
入

金

と

し
て

､

.
記

帳
虔
理
し

､

見
せ

億
の

場
食
に

町

勿

論
そ
の
■

ま

ま

食
紅
内
に

保

留
す
る

の

で

あ
る

｡

斯

く
し
て

､

原
始
株
主
の

株
式
が

全

部
新
株
主
に

譲
渡
さ

れ
､

こ

れ

が

株
式
男
受
代

金
の

支
沸
が

未
了

す
る

と
､

.
合
祀
は

､

現

賓
彿
込
の

場
合
は

､

普
初
の

.
資
本
頻
の

二

倍
に

相
督
す
る

資
金
を

擁
す
る

よ

う
に

た

り
､

見
せ

金

設

4 8

ん

浄

◆

■
軸

ヤ
′

'

亡

､

イ

官

J

ヽ

▲
一



や

■

■

】

!

ヽ

-
専

l

､

て

■

､

一

立
の

場
合
は

､

普
初
の

資
本
金

相

昔
額
の

資
金

を

有
す
る

よ

う
に

売
る

｡

と
こ

ろ

で
､

株
主

相

互

金

融
方

式
は

､

首
席
に

多

数
の

株
主

を

必

要
と

す

る

の

で

(

そ
の

必
要
性
の

審
蹄
的
研

究
に

は

簡

れ

率
い
)

､

食
紅
は

常
に

新
株
主

を

募
集
す
る
切

紆

必

要
な

だ

け
の

株
式

を
､

用

意

し

て

お

く

必

要
が

あ

る
の

で
､

合
祀
は

通
常
な

時
期
に
､

原
始
林
重
か
.ら

の

仮
受

金

又

は

借
入
金

を
､

原
始
林
主

に

返
還
し

､

原
始

●

株
主

は
､

此

金

を

再

び

増
資
新
株
式
の

沸
込
金

に

発
雷
し
て

､

再

び

増

資
株
式
の

株
主

と

な
り

｢

再

び

そ

の

株
式
を

､

株
主

た

ら

ん

と

す

る

希
望
者
に

譲
渡
し

､

斯

く

す
る

こ

と

に

ょ

つ

て
､

合
祀
は

算
術

級
数
的
に

増

加
し

て
+

途
に

は

何
倍
と
い

う

資
本
金
を

有
す
る

に

至
る

の

で

あ

る

が
､

最
近
に

お

ぃ

て

は
､

斯
様
な

方
式
に

よ

る

増

資
に

ょ

ら

な

い

で
､

一

般
か

ら

直

接
合
祀
が

株
式
申
込
の

壕
約
を

と

り
､

右

濠
約
に

基

き
､

合
祀
が

株
式
の

沸
込
を

立

替
代

沸
し

､

つ

い

で
､

代

梯
金

を

株
主
か

ら

日

掛
で

回

収

す
る

方
式
が

行
わ

れ
､

一

時
に

五

千

萬
圃
･の

増
資
を

完
了

し

た

例
(

日

本
商
工

振
興
株
式
食
紅
)

が

あ

る
｡

と
こ

ろ

で
､

融
資
を

受

け

た

株
主

は
､

融
螢
金

を

日

賦
又

ほ

月

賦

で

返

済
す
る

の

で

あ

る

が
+

返
済
が

完
了

し

た
と

き

は
､

自
己
の

希
望
に

よ

り
､

そ

の

ま

ま

株
主

上

し
て

､

年
二

部
近

く
の

擾
待
金
■の

真

珠
せ

受

け
､

或
は

即

座
に

､

前
岡

岡
.

様
､

所

有
株
式

額

面
絶
顔
の

三

倍
迄
の

融
資
を

受
け

そ
…
も
で

き

る

の

で

あ

る

が
､

斯
様
な

希
望

の

無
い

株
主

は
､

合
祀
に

株
式
の

責
却
を

依
頼
す
る

こ
. と

に

よ

り
､

禽
府
は

此

株
式
を

､

新
に

株
主

た

ら

ん

と

す
る

者
に

責
却
の

政
次
を

一
す
る

の

で

あ

を

が
､

合
祀
は

､

即
座
に

､

株
式
貫
受
入
に

､

株
式

買

受

代

金

を

融
資
し

て
､

株
式
譲
渡
人

に

支

沸
を

完
了
せ

し

め

(

但
し

賓
傑
上
は

株
式
買
受
の

た

め
の

融
資
金

は
､

株
式
買

受
入
の

手
に

渡
る

こ

と

夜

く
､

直
接
儀
式
譲
渡
人
の

手

に

渡
る

わ

け
で

あ

る
)

そ

の

■

後
､

融
資
し

た

株
式
買
受

代
金

を

日

掛
で

返
鋳
せ

し

め
､

そ

れ
が

尭
了

す
る

と

牢
固

の

三

倍
迄
の

融
資
を

し
て

､

日

掛
で

返
鋳
せ

t
め

､

返
跨
が

終
了
す
る

上

文

責
買

を

取

次

ぐ
の

で

あ
つ

て
､

斯
る

こ

と

を

繰
返

す
こ

と
に

ょ

つ

て
､

株
主

相
互

金

融
は

､

不

断
に

蟄
展
を

途
げ

僻

て

ゆ

く

わ

け
で

あ
る

｡

朝

練

主

相
互

金

融

序

舞

｡
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'

1

す
､

舌

も

串

■､

,

卓

`
1

･･

一寸

′
i

+

に

露
渡
し

た

資
質
代

金

を
､

食
紅
が

集
金

し
て

､

そ
の

ま

ま

合
祀
内
灯
､

原
始
株
主
か

ら
の

仮
受
金

或
は

借
入

金

と

し
.て

留
保

し

た

も
の

､

か

ら

成
つ

て

い

る

鮎
に
､

株
主

相

互

金

融
の

著
し
い

特
色
が

あ

る
｡

然
し

乍
ら

､

見
せ

金

設
立

及
び

見
せ

金

増

資
に

よ

る

場

合
に

は
､

斯

＼

.

る

仮
受

金
は

存
在
し

た

い

の

で

ぁ

る

が
､

■
設
立

首
初
よ

り
､

全

然
見
せ

金
で

あ

る

食
紅
は

､

殆
ん

ど

存
在
し

な
い

の

で

あ
つ

て
､

必

ず
新

棟
な

意

味
の

仮
受

金
が

存
在

す
る

の

を

通

常
と

す
を

の

で

あ

る
｡

第
三

に
､

株
主

相

五
億

融
は

､

日

賦
又
は

月

賦
塀
臍
の

約
定
で

､

そ
の

合
祀
の

株
主
に

儀
っ

て
､

融
資
を

行
う

合
祀
で

あ

る
｡

株
主

相
互

金

融
食
紅
の

融
資
金

は
､

社
員
即
ち

株
主
.の

元

入

資
金

よ

り

成
る

の

で

あ

る

が
､

株
主

相
互

金

融
合
祀
が

､

共

産

螢
を

合
理

的
に

行
う
た

妙

に

ほ
､

必

然
的
に

多

数
の

株
主
か

ら
､

資
金
を

吸

収

す
る

必
要
が

あ
り

､

そ
の

た

め
に

は
､

融
資
先
を

株
主
に

限
定
す
る

こ

と
に

ょ

ぺ

融
資
を

受

け

る

た

め
に

は
､

･
必

ず
株
主

た

ら

ざ

る
べ

か

ら

ざ
る

も
の

と

し
て

､

融
資
を

受
け

る

迄
の

期
間

､

株
主

と

し
て

の

出

資
金

を
､

他
へ

融
資
す
る

資
金

と

し
て
い

利
用
せ

し

め

る

必

要
が

あ

る

の

で

あ
る

｡

斯
の

如
く
で

あ

る

か

ら
､

融
資
先
を

株
主
に

限

定
す
る

と
い

う
こ

と
■
は

､

株
主

相

互

金

融
の

本
質
的
要
素
で

あ
る

と
一

茶

う
べ

き

で

あ

る
｡

､

四

株
主

相

互

金

融
の

蟄
生

原
因

′
株
主

相

互

金

融
の

潜

律
的
考
察
を

行
う

た

め
に

は
､

そ

の

費
生

原
因
を

知

る

必
要
が

あ
る

｡

蓋
し

､

目

的
論
的
解
繹
方
法
は

､

現

代

我

国
商

法

畢
に

於
で

､

頓
に

重

税
さ

れ

来
つ

牢
と

こ

む
で

あ

る

が
､

.
株
主

相

互

金

融
の

畿
盈

原
因
を

知

る

こ

と

は
､

そ
の

法

律
関
係
の

､

事

物
自
然
の

性

質
､

若
く

は
､

敢

骨
的
需
要

を

蟄
見
す
る

の

に

極

め
て

役
立

つ

の

で

あ
つ

て
､

目

的
論
的
解
繹
の

資
料
を

提
供

す
る

か

ら
で

lせ

■

あ

る
｡

株

主

相

互

金

融

序
覿

きJ



一≠

一

→

橋

藷

叢

弟
二

十

八

巻

専
一

雄

株
圭

琴
互

金

融
は

､

そ
の

蟄
生

原
因
を

､

絡
撃
昔

時
の

イ

ぢ
レ

ー

シ

ョ

ン

に

求
め
る

こ

と

が
で

き

る
｡

即
ち

､

昔

時
の

物
資
不
足

は
､

造
れ

ぼ

必

ず
貸
れ

､

運
べ

ば

必
ず
儲
る

啓
曾

を

現

出

し
､

世
人
は

只

管
に

､

資
金

獲
得
に

狂
奔
し

､

途
に

ほ
､

十
三

と

補
し

て
､

十

日
間

聖
廟
と

･

い

う

程
の

､

殺
人

的
高
利
造
出

現

し

夏
め

､

零
細
小
商
工

業
者
は

､

全

く

資
金
か

ら

見
離
さ

れ
､

只
管
没
落
の

.
一

途
を

た

ど

つ

た
｡

此

時
に

､

殖
産
食
紅
が

教
生

し
･1

所

謂

常
世
ク

ラ

ブ

式
の

金

融
機
関
が

蟄
展

し
､

時
流
の

波
に

粟
つ

て
､

忽
ち

宜

倍
の

金

を

動
か

す
よ

う

に

た
つ

牢
が

､

此

等
の

方
式

轄
加
入

者
が

順
調
に

増

加

し

て

ゆ

け

ぼ
､

問
題
は

孜
い

が
､

.一

度
新
規
加

入
者
が

杜
絶
え

雷
､

′

漂
貸
付
金
が

焦
付
く
と
｢

忽

ち

琴
営
が

行

菅
ノ

､

善
良
た

零
細
小
商
工

業
者
の

資
金

を

皆

無
に

蹄
せ

し

め
て

し

ま

う
の

で
､

此

等
加

入

一

着
の

保

護
を

腐
り

､

健
太

妄
金

融
方
式
を

確
立

す
る

た

め

に
､

昭

和
二

十
四

年
法
律

讐
H

三
森
を

以
て

､

貸
金

業
等
の

取

締
に

閲
す
/

濁ノ

藍
件

が

制
定
せ

ら

れ
､

霊
方
式

乃
至

常
世
ク

ラ

ブ

式
の

金

融
を

禁
止

す
る

と

共
に

､

こ

れ

ら

を

正

規
の

金

融
検
閲
に

痔
換
又

は

吸

警
し

せ
､

且

高
金

利
を

禁
止

し
ょ

う
と

し

た
｡

そ

れ

に

三
て

､

殖

雷
祀
の

挙
る

も
の

は
､

･
無

畜
舎
祉
へ

轄
向
し

芸
､

直
ち
に

法
令
に

ょ

ペ
､

る

多

く
の

制
限
を

受
け
て

､

従

霊
す
の

サ

ー

ピ
■

ス

■
瞥

顧
客
に

輿
え

る

こ

と
が
■で

差
か

つ

た
｡

そ

こ

で
､

殖
産

食

紅
の

望
も
の

は
､

貸
金

業
者
と

し
て

届
出

を

な
し

､

而
も

徒
死

同

様
の

サ

ー

ビ

ス

を

顧
客
に

輿
え

る

た

め

に
. ､

所

謂

壁
土

相

互

金

融

琴
る

金

融
方
式
を

編
み

出

し
､

忽
ち

蟄
展
し

て

現

在
に

至
つ

て

い

る

わ

け
で

あ
る

｡

然
ら

ば
､

何
故
に

､

■
株
主

相
互

傘
融
が

､

厳
重

な

監

督
と

制
限
の

↑

に

大
赦
大

臣
の

翠
可
を

受
け

て
､

そ

の

健
全

さ

を

保

警
れ

て

い

る

相
互

銀
行

､

無
毒
合
祀
に

伍
し

て
､

こ

れ

ほ

ど

迄
に

賛
展
を

途
げ

た

の

で

あ

ろ

う
か

｡

■

先
づ

之
を

加
入
者
の

面
よ

り

考
察
す
る

な

ら

ば
､

.

讐
に

､

慧
銀
行

思
無

電
敢
に

警
潰
走
の

期
間
所

定
の

慧
を

漑

霊
り

蒜
に

蹄

督
誇
れ

ば
､

所

定
の

時
期
に

冶

-

′

■
ネ

恥

㌧

}
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小
一

･盲

｢

t

■
血

一

1

ご
､

･

付
を

受
け

る

｡

と

が

で

き

ず
､

汲
ん

ヤ

途
中

掛

金
を

延

滞
し
た

と

き

は
､

給
付
を

拒
絶
せ

ら

れ
る

か
､

或
は

多

顔
の

違
約
金

を

取

立
て

ら

れ
て

解
約
せ

ら

れ

る

の

で

あ

る
｡

し

た
が

つ

て
､

■
断
絶
的
に

掛

金
を

沸
込
む

と
い

う

要
望
に

應
ず
る

こ

た
が

で

き

な
い

の

み
か

､

改

定
の

時
斯
以

前
に

急
に

資
金

が

必

要
に

な
つ

て

も
､

示
時
の

融
資
を

受
け

る

こ

と

ほ

不

可

能
で

壕
る

｡

抑

与
簡

業
武
舎
は

欒
韓
常
な
い

も
の

で

ぁ

る

か

ら
､

何

時
資
金
が

必

要
と

な
る

か

は
､

全
く

碧
疋

で

き

冬
い

と
｡

ろ
で

曽
ソ

､

の

み

な

ら

ず

表
市

民

法
坪

も
､

災
害
疾
病
の

た

め
に

､

不

時
の

出

資
を

飴
儀
な

べ

さ

れ

る

の

で

あ

る

か

ら
､

現

在
の

相

互

銀
行
又

塩
基
脅
敢
の

方
式
で

は
､

■
到
底
か

か

る

需
要
に

應

ず

る

こ

と

は

で

盲
な
い

の

で

あ
る

｡

と
こ

ろ
が

､

株
‡
相
互

金

融
に

於
て

は
､

株
式
を

買
受
け

て

そ
の

代
金

を

究
酪
し

名

義
書
換
を

完
了

す

ん
ば

､

何
時
で

も

株
式
顔

面
の

三

倍
迄
の

融
資
が

得
ら

れ

る

と
い

う
の

で

あ

る

か

ら
､

途
中

迄

株
式
買

受

代

金
の

臥
駄
鞭
臍
を

し
て

い

る

･
者
ほ

､

資
金
の

必

要
な

場
合
に

ほ
､

■
穣
額
の

真
珠
を

一

時
に

売
了
す

れ

ぼ
､

即
酪
に

規
定
通
り

の

融
資
が

得
ら

れ

る

と
い

う
の

で

あ
つ

て
､

社
食
的
必

要
に

應
ず
る

こ

と

は

勿

論
で

あ

り
､

の

み

な

ら

ず
､

株
式
買
受
代
金
の

真

珠
な

ど

も
､

相
互

銀
行
が

大

蔵
大
臣
の

監
督
を

受

け

る

結
果
そ

の

真
珠
が

極

め
て

厳
格
さ

を

要
求
さ

れ

右
の

に

反
し
て

､

そ

の

相
互

金

融
合
祀
の

任
意

に

委

ね

ら

れ
て

い

る

結
果

､

極
め
て

弾

力
性
あ

る

廃
置
が

と
ら

れ
､

こ

の

鮎
に

於
で
.

そ

相
互

銀
行
に

此

し
､

壷
に

顧
慮
灯

有

利
な

も
. の

と

な
つ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

.

第
二

に
､

.
相
互

銀
行
及
び

無
蓋

食
紅
に

於
て

は
､

給
付
金
の

返
痺
を

完
了
し

た

と

き

は
､

引

続
き

融
資
を

受
け
る

こ

と

ほ

で

き

ず
､

改

め
て

契
約
し

て

鋳

金
を

彿
込
ま

な

け

れ

ぼ

な

ら

た

い
｡

こ

れ

に

封
し

て
､

株
主

相
互

金

融
に

於
て

は
､

株
主
で

あ
れ

ぼ

何
時
で

も

融
資
が

受
け

ら

れ

る

の

で

あ
る

か

ら
､

一

度
融
資
金
の

返
韓
が

経
つ

て

も
､

株
主
た

る

こ

と

を

止

め

な
い
■
限
り

､

即
座
に

新
し

く
融
資
を

受
け

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

る
｡

此

鮎
に

於
て

､

篠
主

相

互

金

融
の

長
所
は

騒

く
現

れ
､

到

底
他
の

相

互

銀
行
等
が

及
ぶ

こ

と

は

で

き

た
い

の

53

で

あ

る
｡

株
主

相
互

金

散

序
詮

β3

＼
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第
一

.

戟

･

次
虹

之
を

株
主

相

互

金

融
食
紅
の

方
面
よ

り

考
察
す

る

な

ら

ば
､

竺
に

､

株
主

相

互

金

融
は

､

株
式
を

譲
受
け
て

株
主

に

な

る

こ

と

と

融
資
を

受
け

る

こ

と

と

が
､

不

可

分
的
に

結
び
つ

い

て

い

る

の

で
､

融
資
々

金
提

供
者
で

ぁ

る

株
主

を

見
出

す
こ

と

が

極
め
て

容

易
で

あ

り
､

絡
つ

て
､

食
紅
脛
螢

者
が

増
資
新
株
の

梯
込
を

引

受
け
て

も
､

直
ち
に

株
主

た

ら

ん

と

す
る

希
望
者
に

そ
の

株
式
を

譲
渡
す
る

こ

と

が

で

き

て
､

沸
込

資
金

せ

同

牧

す
.･
る

こ

と
が

で

き

る

結
果

､

幾

同
と

な

く

引

蹟
い

て

増

資
す
る

こ

と

が

で

き
､

忽
ち
に

し
て

大
衆
資
金
を

吸

敬

し

て

亘

大
資
本
に

蟄
展
す
る

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ

る
｡

第
二

に
､

株
主

嘩
互

金

融
に

於
て

惟

融
資
以

儲
の

株
式
買
受
Ⅵ
金
の

晶
文
挟
の

状
態
を

観
察
す
る

｡

と
に

ょ

り
､

融
資
希

望

要
る

株
主
の

､

儀
産
内

容
､

支
沸
能
力

､

信
用
の

度
合
及
び

誠
資
性
を

調
査

す
る

こ

と
が

で

き

濁
｡

此

軒
に

於
て

殊
玉

柏

互
金

融
は

､

表
庶

民
金

融
磯
閲
が

､

不
充
分
な

信
用

調
査

能
力
の

下
に

､

極
め
て

不

健
全

た

貸
付
を

行
い

､

常
に

貸
倒
の

危
険
に

さ

ら

さ

れ

て

い

る

の

1

壷
(

つ

て
､

貸
付
金
の

回
収
の

確
資
性
が

強
い

と
い

う

特
長
を

有
し
て
･い

る

の

で

あ

る
｡

五

■
株
主

相
互

金

敵
の

問
題
鮎

-

､

貸
金

業
等
の

淑

締
に

関
す
る

法

律
と
の

国
儀

株
主

相
互

金

融
は

貸
金

業
で

あ

る

か

ら
､

先
づ

貸
金

業
法

と
の

関
係
が

問
題
と

な
る

が
､

最
も

多

く

論
ぜ

ら

れ

る

の

は
､

同

法

第
七

保

と
の

厨
係
で

あ

る
｡

先
づ

､

株
主

相

互

金

融
は

､

貸
金

業
法

第
七

備
に

違
反
す
る

と

主

張
さ

れ
る

の

は
､

港
務
府
槍
務

局
軽

臍
俊
二

課
長
高
橋
膠
好
検
事
で

あ
る

｡

占4

I

〆

ノ

∵
が

†

∵

㌻



､

汽

同

検
事
は

､

株
主

相

互

金

融
の

事
資
関
係
を

法
律
的
に

分
析
さ

れ

て

こ

れ

を
､

｢

首

囲
宛
■の

日

掛
で

五

十
日

.
閲
沸
込
ん
だ

人
に

射
し

て
､

金
一

萬
五

千

囲
を

融
資
す
る
｡

融
資
を

受
け

た

者
は

､

膏
通

り

首

囲
宛
の

日

耕
で

借
受

金

を

返

埼
し

た

け

れ

ぼ
な

ら

な

い
｡

と
い

う
に

轟

き

る
｡

+

と

さ

れ

て
､

此

方
法
は

､

名
を

株
式
の

膏
買
に

蒋
り

て

の

｢

預

り

金
+

又
ほ

掛

金
の

徴
収
で

あ
り

､

一

面
に

於
て

は

改
正

前
の

療
養
業
法

第
一

條
第
二

項
及
び

改
正

前
の

貸
金

業
法
の

附
則
第
四

項
所

琴
の

｢

み

た

す
無
轟
+

に

該
督
し
+

他
面
に

於
て

は

貸
金

業
法

弟

七

傑
第

一

項

研

摩
の

｢

預

り

金
+

に

該
督
す
る

が

故
に

､

前
者
ほ

大

蔵
大
臣
の

許
可

な

し
に

は

何
人
も

営
む
こ

と
が

で

き

な
い

業
務
で

あ

鞋
一

り
､

後
者
は

貸
金

業
者
が

蕨
禁
さ

れ
て

い

る

と
こ

ろ
の

も
の

で

あ

る

と

断
ぜ

ざ

る

を

得
な
い

と

詮
明

さ

れ
■
る

｡

そ

う

し
て

､

株
主

相
互

金

融
が

､

株
式
の

安
男
を

仮
装
す
る

に

退

官
な
い

論
接
と

し
て

､

｢

加
入

者
は

､

名
も

な
い

合
祀
の

株
式
を

責
眉

す
る

意
思

は

毛

頭
布
く

､

し

た

が

つ

て
∴

そ
の

株
を

取

得
す
る

こ

と

は
､

全

然

考
慮
せ

ず
に

､

た

だ
一

萬
五

千

圃
の

融
資
を

目

常
に

し
て

､

一

そ
の

棄
買
と
い

う

形

式
が

躇
ま

れ
て

い

る

の

が

賓
情
で

あ
り

､

且

硯

賃
に

株
式
の

移

韓
が

為
さ

れ

ず
､

而

も

同
一

香

坂
の

株
式
を

同

時
に

数
人
に

棄
却
し

て

い

る

と
い
1
う

資
情

及
び

､

買
受
け
た

筈
の

株
式
は

､

そ
の

後
間
も

な

く

原
債
で

章
戻
さ

れ
､

し
か

も

そ

の

代
金

ほ
､

.
右

荘
二

の

貸
金
の

返

痺
に

発
雷
さ

れ
て

､

加
入

者
た

る

喪
章
に

は

支

彿
心

れ

た
い

と
い

う

革
質
+

を

奉
げ

ら

れ

る
｡

そ
こ

で

右
の

達
港
論
を

中
心
と
し

て

考
察
を

進
め

る

こ

と

と

す
る
｡

▼

第
一

に
､

株
主

相

互

金

融
の

蓮
督
す
る

資
金
は

､

｢

預

ヤ

金
+

か

ら

成
つ

て

い

る

も
の

で

あ

ろ

シ
か

｡

貸
金

業
法

第
七

條
に

ょ

れ

ば
､

｢

滴
り

金
+

と

は
､

不

特
定
多

数
の

着
か

ら
の

金

銀
の

受
入

れ

で
､

貯
金

掛

金
そ

の

他

何
等
の

名
象
を

以

て

す
る

を

問
わ

ず
､

こ

れ

ら

と

同

様
の

経

済
的
性

質
を

有

す
る

も
の

を

い

う
と

規
定
さ

れ
て

い

る
｡

ノ

55
r

そ

こ

で

右
の

意

義
を

分
詮
す
れ

ぼ
､

株
主

瀬
五

金

融

序

鼓

占占
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凍

て
｢

預

り

金
+

と

は
､

不

特
定
多

数
の

着
か

ら
の

金

錬
や

受
入

れ
で

あ

る

こ

と

を

要

す

る
｡

故
に

不
特
定
多

数
と

は
､

不

特
定

且

■

甜

●

一

多

数
の

意
義
と

解
す
べ

せ

こ

と

は

字
義
よ

り

明
か

で

あ

る
｡

そ

し

て
､

不

特
定
と

は
､

金

銀
の

受
入

れ
が

､

廉
く

何
人
を

も

対

象
と

し

て

行
わ

れ
′ ､

最
初
か

ら

そ
の

人

名
が

特
定
さ

れ
て

い

な
い

も
の

を

云

う

と

解
す
べ

き

で

あ

る
｡

二
､

｢

預

り

金
+

と
は

､

預

金

貯
金

掛

金
そ

の

他
何
等
の

名

義
を

以
て

す
る
と

を

問
わ

ず
､

こ

れ

と

同

様
の

経
済
的
性

質
を

有
す
る

も

■
の

で

あ

る
｡

鼓

に

同

様
の

経

緯
的
性

質
と

は
､

貸
金

業
者
は

大

蔵
大

臣
の

監

督
は

受
け

る

が
＼

そ

の

監

督
は

銀
行

相

互

銀
行
等
程
厳
重

で

は

な

く
､

且
資
本

的
基

礎
も

造
に

薄
窮
で

あ

る

の

で
､

貸

金

業
者
の

融
資
々

金
は

専
ら

自
己

資
本
及
び

近

親

等
の

特
定
小

数
の

者
よ

り

す
濁

借
入
金
に

よ

つ

て

蓬

韓
す
る

こ

と

を

本
旨

と

し
､

銀
行

等
の

如
く
不

特
定
多

数
の

着
か

ら
の

預
り

金
を

受
久

れ
て

､

こ

れ

を

他

に

貸
付
け
て

営
業
を

す
る

こ

と

は
､

預
金

者
の

保

護
に

快

け

る

と

こ

ろ

が

あ

る

の

で
､

貸
金

業
者
は

一

般
の

零
細
資
金
を

吸

収

し

て
､

こ

れ

を

融
資
の

資
金
せ

し
て

は

な

ら

た

い

と
の

意

味
と

解
せ

ら

れ

る
の

で
､

こ

こ

に

同

様
の

経
緯
的
性

質
と

は
､

受

信
的
性

質
を

有
す

る

も
の

と

解
す
べ

き

で

あ
る

｡

以

上
で

｢

預
り

金
+

の

意

義
を

概
説
し

た
の

で

あ

る

が
､

.
し

か

ら

ぼ
､

株
主

相

互

金

融
食
紅
が

､

株
式
の

譲
受
人
か

ら

譲
渡
人

に

封

す

る

賛
月
代

金
の

取

立

を

為
し
て

､

そ

の

金

を

直
ち
に

譲
渡
人
に

引

渡
す
こ

と

な

し
､

こ

れ

を

帳
韓
上

譲
渡
人

(

こ

れ
は

､

合
祀
の

役

員
又

は
､

こ

れ

と

親

族
関
係
乃
至
は

同

様
の

密
接
軒

関

係
の

あ
る

特
定
小

数
の

着
で

あ

る

の

が

普
通
で

あ
る
)

か

ち
の

仮
受

金
と

し
て

鹿
理

し

て

社
内
に

留
保

し

た

も
の

は
､

果
し
て

右
に

所

謂
｢

預
り

金
+

に

該
督
す
る

で

あ

ろ

う

か
■｡

先
づ

此

場
合
に

合
祀
の

行
う

株
卦
の

譲
渡
及
び

代

金
の

取

立
の

法

律
的
性
質
を

考
察
す
る

の

に
､

食
紅
は

譲
渡
人
の

計
算
に

於
て

自

己

の

名
に

於
て

株
式
の

安
男

を

為
し

､

そ
の

貴
賓
か

ら
生

ず
る

権
利
義
務
の

宝

殿
と

な

る

の

で

あ

る

か

ら
､

商

法
第
五

官
二

條
第
十

一

統
の

j

･

軸

ご



一

書

､

斗

.
.

.
†

l

∵

叔

次
に

関
す
る

行
為
を

営
む
も
の

で

雪
て

､

食
紅
は

之
を

攣
む

こ

と

に

苦
悶
屋
で

雪
と
い

う

こ

と

が

で

き

る

の

で

雪
｡

↓

た

が

づ

て
､

食
紅
と

株
式
譲
渡
人
の

間
に

於
て

は
､

合
祀
が

應
式
譲
受
希
望
者
に

株
式

ノ

の

譲
渡
を

な

し
､

次
い

で

脅
社
の

集
金

人
を

使

用

し

て
､

′

註
三

譲
受
人
か

ら

賛
買

代

金
を

受
領
す

れ

ぼ
､

そ
の

受
領
の

教
具
は

督
然
に

株
式
腰
渡
人
に

辟

属
し

､

(

商

法

第

畢
百

五

十

二

條
第
二

項
)

食

紅
と

株
式
譲
受

人

と
の

問
に

於
て

は
､

合
祀
は

譲
渡
人
の

た

め
に

為
し

整

買
に

つ
､
い

て
､

譲
受
人

に

勤

し
て

､

そ
.

の

衰
買
よ

り

生

ず
る

一

朝
の

権

利
義
務
の

圭

饅
と

な
る

の

で

あ
つ

て

(

商

港
発

車
百

五

十
二

條

第
一

項
)

､

譲
受
人
が

､

食
紅
の

･
為
す

責
買
が

そ

の

譲
渡
人
の
､

た

め
に

焦
さ

れ

る

こ

と

を

知
る

と

香
と
.

は
､

費
買
の

救
カ
に

関
係
が

た
い

の
･
で

あ
る

｡

以

上
の

如
く
で

あ
る

か

ら
､

合
祀
が

株
式

譲
受

人
か

ら

集
金

し

た

金
は

､

株
式
譲
受
人

か
･
ら
の

借
入

金
で

は
な

く
て

､

株
式
譲
渡
人
に

静
廃
す
べ

き

金
で

曽
ソ

､

合
祀
は

そ

の

金

を
､

譲
渡
人
の

委
任
の

本
旨
に

従
い
･
(

商
法
貨

車
百

五

十
二

億
第
二

項
､

■

民

法

第

六

百

十

四

保
)

､

こ

れ

を

社
内
に

留
保

す
る

こ

と
ほ

､

純
法

律
的
考
察
に

於
て

ほ
､

譲
受

人
と

･ の

関
係
で

は
､

何
等
受
信
行

雪
は

た

く
､

正

し

ぐ

株
式

嚢
買

代

金
の

受
入
れ
で

雷
､

譲
渡
人

浅
関
係
に

於
て

は
､

譲
渡
人
に

真

珠
う
べ

き

金
の

蒜
的
預

り

金

即
ち

合
計

畢
上
の

爬

貰

金
で

あ
つ

て
､

而
も

前
述
し

た

よ

う

に
､

株
式
の

譲
渡
人
･
は

特
定
少

数
の

着
で

あ

る

か

ら
､

貸
金

業
殊
に

所

謂
｢

預
り

金
+

■
で

は

た
い

と

考
え

ら

れ
る

の

で

あ

る
｡

､

･ゝ

然
ら

ば
､

右
に

逮
べ

た

仮
受
金
は

､

資
質
的
考
察
に

於
て

は
､

｢

預
り

金
+

で

あ

ろ

う

か
｡

そ

こ

で

再
び

高

橋

珍
事
の

静
明

を

引

用
す
れ

ば
､

検

事
は

右
の

仮
受
金

望
貫

質

的
に

は

｢

層

り

金
+

で

あ

る

と

さ

れ
､

そ
の

論
接
と

↓

∴

て
､

｢

株
主

相

互

金

警
慧
株
式
が

､

時
債
五

十

囲
又

竺
れ

以

上

し
て

い

る

誓
は

論
外
で

軒

る

が
､

食
紅
の

株
式
申
込

書
､

名

胡

.

も
､
た
い

そ
の

様
た

株
式
を

責
買
す
る

意
思

も

た

く
､

従
つ

て

そ
の

株
を

取

得
す

･

る

こ

と
ほ

全

然

考
慮
せ

ず
､

た

竺
萬
五

千

画
の

融
資
を

占7

ご′

車
モ

ーオぷ

十

疎

ま

胡

畢

敵

序
穀



一

橋

帝

轟
,
葬
二

十
八

巻

葬
一

喝

甲

日
常
忙

し
て

､

そ
の

安
男
と
い

き

形
式
が

躇
ま

れ
て

い

る

の

が

費
情
で

を

り
､

■
且

硯

賞
に

株
式
の

移
矧
が

為
さ

れ

ず
､

而
も

同

妄
坂
の

･へ

株
式
を

同

時
に

数
人

･ に

曹
却
し
て

い
･
る

と
い

う

賓
情
を

勘
案
す
る

と
､

名
を

株
式
の

幸
男
に

籍
り

て

の

｢

預

り

金
+

又

は

掛

金
の

徴
収

と

ま
田

見
る

七
と

は
､

む

し

ろ

安

普
で

あ

ろ

う
+
｡

と

さ

れ

る
｡

/

そ
て
.

で

右
の

論
鮎

を

要

約

す

れ

ぼ
､

｢

加
入

者
は

株
式
の

取

得
は

欲

し
て

を
ら

ず
､

日

韓
は

株
式
の

取

得
の

た

め
で

は

な

く
､

融
資
を

受
け

る

た

め
で

あ
つ

て
､

そ

れ

以

外
で

は

た
い
+

と
い

う

に

辟
着
す
る

で

あ

ろ
う

｡

先
づ

検
事
は

､

相

互

金

融
合
祀
の

株

式
の

時
慣
が

五

十

囲
或
は

そ

れ

以

↓

し

て

い

る

場
合
ほ

論
外
に

僅
か

れ
て

議
論
を

進
め

ら

れ

る

の

で

あ
る

が
､

謂
わ

れ

る

時
慣
と
は

何
を

指
さ

れ
.

る

の

で

あ
る

か

‥
厳
に

株
式
の

慣
椿
に

は
､

額
面

慣
格

冒
ゴ
已

琵
､

帳
簿
債

格
･

官
･

計

蔓
岳

､

市

若
格

冒
軍
書
F
e

■の

三

が

考
え

ら

れ

る

喋

慧
債
格
は

此

際
問
題
に

警
な
い

で

雪
う

し
､

帳

票
管

食
紅
が

映
損
で
■

挙
る

璧
H

を

除
き

多

少
で

も

利
益
を

奉
げ
て

い

る

以
↓

は

顔

面
堺
上

で

あ

る

か

ら
､

巌
謂
市
場
債
格
を

指
し
て

い

ら

れ

る

こ

L

と

思

わ

れ

る
｡

と
こ

ろ
が

株
式
相

蓋
警
敢
の

株
式
の

市
場
慣
格
ほ

常
に

叡

面
通

り

な
の

で

雪
｡

即
ち

株
主

相

草
金

融

農
て

J

は
､

株
主

が

株
式
の

棄
却
を

希
望
す
る

と

き

は
､

･
合
祀
は

常
に

新
し

く

株
主

と

な

ろ
う

と

し
て

い

や
者
を

募
集
し
て

い

て
一

､

横
着
に

対
し

て

顔

面

債
格
で

幸
男
を

取

次
ぐ

′
の

で

あ

る
｡

し

た

が

っ

て
､

新
規
に

株
主

と

な

ろ

う

と

す
る

者
淋

杜
絶
え

準
い

限
り

､

(

そ

う

し

て

新
規
に

■

株
主
灯

な

ろ

う

と

す
る

者
が

杜
絶
え

る

と

き

は
､

食
紅
の

警
官

は

困

難
に

た

り

兢

衰
に

瀕
す
る

の

で

挙
る

が
)

株
主

瀾

互

金

融
･の

株
式
の

市
場
債
格
が

顔

面
を

割
る

こ

と

は

合
祀
が

健
全

な

限
り

鵜
野
に

た

い

の

で

あ

り
､

若
し

買
受
入
が

な

や

場
合
は

､

合
祀
の

役
貞
又

は

そ
の

縁
故
者
が

､

争
敢
に

富
し
て

誉
株
主
の

薯
代

金

(

合
鍵
が

此

等
の

者

㌻
の

仮
受

貧
し

て

庭
理
し

て

い

る

も
の
)

■
の

支

警
居

け
て

､

自
己
の

名
紅

於
て

貿
取

る

の

を

常
む

す
.
る

の

で

あ
つ

て
､

此

鮎

か

ら

も

額

面
慣
格
以

下

と
.ト

･

㌢
し

と

ほ

あ

り

待
な
い

の

で

あ
る

｡

∂8

'
″

古

㌧
ん

{

■J

さ

◆

′

■7



恥

､

一

∴
ユ
.

セ

抑

+
検

事
の

見
解
は

株
式
が

顔

面
以

下
の

場
合
の

み

を

取
上

げ

て
､

違
法
諭
を

展
開
さ

れ

る

の

で

あ
る

が
､

そ
の

間
題
の

取

上

げ

方
か

ら

す
れ

ぼ
､

東
面
と

同

等
或
は
そ

れ
以

上
の

場
合
は

常
然

合
法
と

さ

れ

て

い

か

も
の

と

考
え

ら

れ

る

の

で

あ
つ

て
､

眈
混

練
主

相
互

金

融
合

歓
の

株
式
は

､

常
に

額
面

以

上
の

市
場
償
格
を

有
し

て

い

る

こ

と

が

立

琵
せ

ら

れ
.
た

以
上

､

疲
事
の

解
繹
の

結
論
は

む

し

ろ

逆
の

結
果
を

導
か

た

け

れ

ば

た

ら

な

い

の

で

あ
る

｡

.

次
に

株
式
買
受

希
望
者
は

融
資
を

受

け
る

こ

と

ほ

勿

論
目

標
で

あ

る

が
､

株
主

に

な

ら

な

け

れ

ぼ

融

資
を

受
け

ら

れ

な
い

か

ら

こ

そ

株

主
に

な

る

の

で

あ
つ

て
､

株
主

に

な

る

の

は

何
等
形

式
で

牡

た

く
､

融
資
を

受
け

る

目

的
の

一
た

め
に

､

融
資
を

受
け

ら

れ

る

権
利
を

有
す

･
､

る

株
主
に

た

る

た

め

に

株
式
を

買

受
け
て

殊
圭

と
な

る

の

で

あ
つ

て
､

首
面
の

目

棲

は

た

だ

株
式
買
受
代

金
を

菟
臍
し
て

､

完
全
に

株
式

を

取

得
す
る

と
い

う
こ
.

と
の

み
で

あ
つ

て
､

■
そ

れ
以

外
で

は

な
い

■の
で

あ
る

｡

.

一

般
に

株
式
の

取

得
は

､

株
主

権
を

行

使

す
る

目

的
の

た

め

に

為
さ

れ

る

の

で

あ

る

が
､

此

株
主

権
に

は
､

主

要
権
(

臣
阜
喜
ぎ
)

と

し
て

利
益

警
田

請
求
権

､

餞
余

財
産
分
配
葡
求
樟

､

議
決

権
と

補
助

権
(

巨
f

s

琵
ど
)

上

し
て

多

く
の

法
定
㌻

れ

た

権
利
が

あ
る

が

是
以

外
に

定
款
又

は

株
主

絶

食
の

決

議
を

以

七

味
主

た
る

資
格
に

於
て

権

利
が

輿
え
ら

れ
る

と
き

は
､

是
も

株
主

権
に

属
す
る

の

で

あ
つ

て
､

･
例
え

ば

新
株
引

受
樺
(

新
法
に

お

い

て

は

∵
+

れ

と

法
定
の

権
利
と
か

中

間

的
の

も
の

と

な

つ

た
)

､

興
業
合
祀
の

劇
場
入
場
券

､

甚
六

鉾
適
合
敵
の
･
優

待
定
期
券
も
こ

れ
に

属
す
と

な

す
の

は

通

説
で

あ

る
｡

株
主

相

互

金

融
食
紅
に

放
て

は
､

株

蒙
る

こ

と
に

三
て

億
然
所

有

株
式
の

額

面

絶
顧

竺
一

倍
迄
の

融
資
を

請
求
す

ぎ
と

が

で

き

る

の

で

あ

る

か

ゃ

斯
る

権
利
は

首
然
株
主

権
に

属
す
る

の

で

挙
る

｡

そ

し
て

そ

れ

以

外
に

､

此

株
式
は
一

般
の

株
式
と

同

様
の

株
主

権

■59

を

放
で

有
し

て

い
■
る

わ

け
で

あ

る
｡

占タ

株
主

相
互

金

腰

棒
改
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